
災害救援
ボランティア
養成講座
災害ボランティアセンター運営に協力する
『災害救援ボランティア』を養成する講座です。

〒９６３－８０２４
郡山市朝日１丁目２９－９ 郡山市総合福祉センター１階

社会福祉法人郡山市社会福祉協議会ボランティアセンター
TEL:024-924-2968 FAX：024-924-2954 担当：小松・高野

開催日時 ： 令和４年８月９日(火) ・１６日(火)の２日間
(各回とも午後６時３０分～午後８時３０分)

会 場 ： 郡山市総合福祉センター
(郡山市役所本庁舎北側)

カリキュラム ： 裏面のとおり

参加対象 ：

募集定員 ： ２０名(定員になり次第、締め切ります。)

募集期間 ： 令和４年７月１日(金)～令和４年７月２２日(金)

その他 ： ①受講終了後、災害救援ボランティアとして登録し、継続的な情報交流・
仲間づくり・継続研修等を行います。

②郡山市総合福祉センターの駐車場には限りがありますので、郡山市役
所(市役所前・北側庭園)もしくは開成山公園の駐車場の利用が便利
です。

③新型コロナウイルス感染症の拡大防止を考慮し、マスク着用・検温・手
指の消毒等のご協力をお願いいたします。また、新型コロナウイルス感
染症の感染状況により、講座を延期・中止することがありますので、予
めご了承ください。

【申し込み・お問合せ】

・市内在住または通勤、通学している１８歳以上(高校生は除く)の方

・災害救援ボランティアに興味・関心のある方

・全日程(２日間)を受講できる方

・過去に開催した災害救援ボランティア養成講座を受講したことのない方



【 カリキュラム 】 
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20：30 

【 開講式・オリエンテーション 】 
 

【 講 義 】「郡山市の防災体制と災害時の活動について」 

講 師 郡山市防災危機管理課職員 

  みなさんは、日頃から防災や減災を意識して生活をしていますか？ 

市内で発生した災害を振り返りながら、市の防災体制について学び、災害

時に連携して活動できるようにしましょう。 
 

【 講 演 】「大規模災害とボランティア活動」 

講 師 特定非営利活動法人 福島県防災士会 

     理 事  藁谷 俊史 さん 

  近年、全国各地で大規模災害が頻発し、それぞれの被災地での復旧・支援

活動において、大きな力となり、活躍しているのが災害ボランティアです。 

  平時や災害時に求められる災害ボランティアの役割や考え方について一緒

に学びましょう。 

① “０”スタート 予選とウォーミングアップ 

② 命を守る 

③ ボランティアの基礎 
 

 講師プロフィール  

いわき市生まれ、いわき市育ちの５５歳。地元の企業に勤めながら、消防・救命・

防災・災害支援・防犯などのボランティア活動に参加。東日本大震災を契機に２０

１２年日本防災士会福島県支部を設立、初代支部長に就任。２０１７年にＮＰＯ法

人福島県防災士会を立ち上げ初代理事長に就任（現在は、理事兼防災指導教育部会

長などを務める）。 

また、福島県の『地域コミュニティ強化事業』や『自主防災活動促進事業』に協力

して、地域防災力の向上や地区防災計画の推進にあたる。日本防災士機構から２０

１８年度防災士功労賞を授与された。 

【 閉会 】 
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【 講 義 Ⅰ 】「郡山市における災害ボランティアセンターの取り組みについて」 

講 師 郡山市社会福祉協議会職員 

今までの郡山市の災害ボランティアセンターはどこに、どのように設置されたか

ご存知ですか？郡山市での災害ボランティアセンターの取り組みをお話します。 
 

【 講 義 Ⅱ 】「災害の現場について知ろう」 

講 師 特定非営利活動法人 福島県防災士会 

     理 事  藁谷 俊史 さん 

    災害が発生した時には、日常とは異なる状況や選択に迫られることがあ 

   ります。では、実際の災害現場はどのような状況なのか学んでみましょう。 
 

【 ロールプレイ 】「クロスロードゲーム」（ボランティア編） 

 進 行 特定非営利活動法人 福島県防災士会 

      理 事  藁谷 俊史 さん 

クロスロードとは、阪神・淡路大震災で、災害対応にあたった神戸市職員

へのインタビューをもとに作成された、カードゲーム形式の防災教材です。 

ゲームの参加者は、カードに書かれた事例を自らの問題として考え、YESか

NO かで自分の考えを示すとともに、参加者同士が意見交換を行いながら進

めていきます。 
 

 

【 閉講式 】 
 

【 閉 会 】 


